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走ってきました、ホノルルマラソン('0012,3)

「ホノルルマラツンヘ行こうJそんなおが聞こえて来たのはいつtRだつただろう。また私にはほ日保な麟だつた。大会に出ることにすれ

ば それに向けてそれなりのタイムを出すために棟口しなくてはいけない。者しいのははなのだ。でも ちょつと興味があった。どキ人の

私でも知ってるホンルルマラツン.海外のマラツンといえばホフルルといつてもta言ではない。しかも lutR時門がないという。フルは走

れるだろうが ,イムが何題な私にとってそれはお力だ。おまけにその時期仕Ⅲがない。みんな、どうやつてと■を体もうか四苦′ヽ古し

てるのに だ。本フルルマラツンは毎年あるが、だからつてまた来年みんなで行けるとは限らない。ましてや 自分一人でなんて 砲対付

かない。…。これつてチャシスをんじやない'!と りあえす ●コを考えてる人連が虫まると8い て 4rつてみることに。気持ちは38H方

47く方に。た力?そ れなのこの波 何とかなるさと簡単に考えていた。

モーニングヨールtt中る10分前位に日を費まし、主産をおいる。同室の人とな面所などがから合うとしW,ないので、早めに住ってし

まいたかつた。―taりの支度を構えて、相んであったお弁当で朝会を席ます。掲if均は食べない方がいいとみんなが言つていたので

それをものかと思い なとごaだ け食べた。冷蔵ltに入れておいたので ご額おtおいしくない。生野費も油化はRくなさそうt4が おいし

かったのでなべた。バナナはまだ■くて慎がコけない…。無38矢a言 つて成を引く。忠を,る と外はまだ■つ晴。スタート均点へ向か

うシやトル′〔スntxラーッと主んているのが見える。

3H5に みんなで象台。シャトル′(スヘ彙るため、′く―クショアホ,ル 前のは増に向かう。思つた88く ないので虫かった。アラモアナ

公口について同じツワーの人逮とストレッチをしたり 気合を入れたり 辺を辱■をいつたりしながら スタートを持つ。ここで今,先 生に

ぉぅ。mじッァーで来てることを知らなかったので、おいたと問時に,しくなつた。いよいよアラモアナねサこ出て 本当にスタートにいえ

る。みんなで 予密タイム3時m半 のところに主ほうとほしていたat、どんどん先をtrくお出されに、石川夫奏と共に付いてlrつたら、他

の人違とははぐれてしまつた。そして、やけにすいてるそこは2時m台 ゴールを目増すラインらしかった。おこがましいとは思つたけど、

今■佐らにも行けないし、私一人社連くたつたつて打Rに はなるまいと開さ0る 。5けでスタート.号砲と共にたり出す。なんと、スタート

ラインまで20砂 1なれてとこから走け出してしまつたのかしらと改めてどぅくり.専の花火がとつてもやB。でも、スタート位置が虫すぎた

ので 見える方向atどんどん特になけ 後ろになり 最盗まで,られなくて残をで、もう少し確ろからの出発でも良かつたかな…などとロ

当たりを手を思う。でも 全燃jEんでないので、自分のペースに持つていきあくて助かる。4人でスタートしたものの とっくに先に行つた

と思つていた埼出さんがす一っと■ってきて'価分緊張してほくなつてるな。ロリに的られすゆっくりtrけよ。Jと言い残してたり去つて行

票張?モうかな。スタートすると、始まつてしまつた～といささか■はな気分になるのが指だったが、今回は、ホノ,レルだ～,とウキウキ

していたのに。r私はここをこのベースで■つ車ぐとみます。ない人はうまく私をこけてくださいJなどと自分,手 な手をおの申ではなな

がら、こoいこ mV WSyを 書う。カピオラニJEりに入リ カラカウアコリに入り、昨日歩いたなあと'党 えのあるよとが次々と。空を見上

1'ればビルの上に缶Bな 三口月at。それを追いかけるようになる。ワイキキピーテにあるほお先のホテルBtまで来て「時日、と出歩い

1有くなつたけど、たるとあつという問だなる。足のほも需くないし、歩くとたるではつく増所が違うのかなJなどとき気に考える。しばら

,くと千0■日の表示。ピービーll潟の青(?)が鳴つている。私もちゃんとカウントしてわ。1時閉6分位かなあ。なんと!10キ 13超えた

'で、足の理がおくなつてきた…。やつばり昨日歩き担ぎたかぅ。まぁ、いいや。ホタルルに者いた時点でもう盟録はどうでもなくなつて
で
こかくせっかくなんだから率しもうと思つていたし、あとよ受注目指すのみ 1白々とこが明け始めた。頓に浮かふのは 「夜空のムヨ

|のは観。ナ夜空の向こうにはもう現口が特つている～って8じだよね !●3日ってのは争里で、つまりはゴールだよわなんて考えなat

ウフフと思う。時日の親 練留したダイアモンドヘッドの張にとしいかる。住路と強路を分けるため 子供たちが予―プを持つて工路
て
えん中に立つている。みんな 日々に「Goodす ob!J「Eni叫 !」などとは壊してくれる。「E可●yl」に至つては「えつちやん !Jに聞こ

′
〔増しくてしようがない。そんな彼らと,ッチしながら走つている人々がいるじゃないか :「私もするう,Jえん中に寄つて行つて強人とタ

'1大 お足 ,9マイル辺りで、そろそらなんか口に入れたいなと思えど 日りを■てもそれな人いないつばい 。あれ 邪通?い いや

は4出 を重めて 次の描本析で合ぺよう。しかし、水を持ちながらではッイジョイポ開けられす やむなく態に寄り、体けしつつ半分★

る。食本たという費心8で 少し元気が出る。ハイウェイに上る辺りで ′`ナすを0つ ていた。私の位置からは配分■伯に格切らないと

し
,なかつたが「私もなべる とべもうlJと毎理矢理賞しWi行く。よく見るとオレレジの度も散乱。ォレシジもあつたのかあとほしい思い

て
eり競ける。「マラツン1年生Jという違日で■たワセツシはおていたのは、ここより前だったかな。臣のタネに■いたかつたが 思いがけ

,(8れ たので賞い田わた 。強と。ハイウェイを走り始めてすぐだったように思うおtこのlRはなれ始めてて口t8が簡としているかも知

LP4い。「シヤイ■ンタ !Jというツアーで決められたく?)合言秦を受けて私を強いて析く人力(。二子だつた。やつ!まり 仲mに 会えるの

)て元氏出るとあ1しかし 今工子にとかれたということは 既に他の人からもなかれているのが,■ れば反対■いはトップが来始め

:いたので Xん 中に,り 、析り返して本るであるう仲間を待ち受ける手にする。職かを有ほ的に見付けようなどと思うのもゆしい。いつ

け、自分おくたるのでいoばいいっばいだから。かなりゆつくり走つていたから出たわの余いかも知れない。13という表示が見えた。13マ

'ル
つて …とまんやり81算しかけて'あ !ハーフだ。なんだ もうハーフかあ。Jと思つた。あとこのはかあと恩わずに済むのもゆしい。ホ′

レルマジックか?す れ違う人にはお子を付けて寄畿み戸をいけた。日本人でも舛日の人でも お常いなしこ全毎日本嬌。「わ一、再張

し～,】局日の人の■luとはぃぇ これなことも■段ならしない。そうこうしてるうちに あ !見つけた ,「門mくん 1頭強れ 1!J費 ,の

イミングが者子これたためか、破が余りに表日にたつていたからか 気付いてもらえなかつた(無視された?).残 倉6次こそは 1目を
jlの

ようにして見ながらたる。来た、来た 1今度は砲対気付いて賞わねば !大きい力で「菊地さ―ん !」「お占 頑張つてるな fJなどと

■ほ蔑立,次はいなどと考えていたら逆にrぇっちゃ～んlJFが出かつた。人||さんだった。うとはとが来るだろう。そう思っているうち
1ヽ

くる一っと回つて折り還す分かれ■■―スに架入もああ もうとにも会えなくなつたい。このtRになると コースはに書つて ストッレッ

itしてる人も多く完受ける。rrんだ、みんをも足韓いんじゃん。安心する。コース上に承がある人連はおtl外に出て らtlしてくれる。
'1し

いなる。ある家の坊ちやんが、お車子をとし出してくれる。やつた～,「Thankぃ ul」「You ro w●1∞ⅢⅢ」うわ～ 卑ロチック1

Ⅲ
!のツアーではベース々 カー的な人がいるらしく、8ね だのと共に430だ の5千00たの付けた人お(たっている。この人に付いて4rけ

',は
5時間切れるのからと思つたがちょつと行題みたいだつた。をいたのは そのとを■面日に付いて行く人がゾrtゾロぃることだ。O

'Imで
走りたいという目線があるれたろうから ■い手段なのかも知れないけど、人に作つて■つたレースで楽しいのかな…な―れて生

II五
な0想 ?段 々、日力輌 くなり、日としも強くなつてくる。8と つてきた0生 け止めは、汗だの水だのでとっくに落ちてしまつているだろ

つ
に 。あ、そうだ。生証めよう。額や由はサラザラしているので相当■の塩分が抜けているはずだ。さす力'こそれを通元する駅にもい

お
す.持つて来たとを指に付けてこめる。スポンジで宙や申や足にも水を掛ける。日が気持ちいい。足疲れてるのかあ 。前述の浸画

オ
にストレッチは景色のいいところてした方がいいと書いてあつたので、磯つていた写真を思い出しなおてら、工麟出てストレッチ。い、お

し
 ,伸 ばして38め ても備いだけで、ちっともすつをりしない。早々にやめてたり出すat、モれもまた打い tためた。私にストレッチは不

ヨ
だ。マイル表示がある度に気を紛らわすためにキロ換雰していた。HR 崚ヽれているので「え～ 10マ イルで 6ヽキロ+eキ ロで24キロ

2と
8X06キ 「l足していJなどと考えていると十分位進んでしまう。お 次で30キロじゃん」そうこうしてるうちに30キロの表示。あと1

2,口
だ:ん～、このは党はいいね。もしかしてtrけるかも,といけを■れば 3時間48分。えええ'60キ 自で,選すぎない?だつて、
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5 0 /E~この問の三時耐たの計算でlTけば…。だつてじゃあ今から12キ0せ1時間でたらなどゃ5"mは …。考えているうち、13マイルの■呑。

やった。400ぃ とんだ。もう、いいや。別にf7巾mだ って.8り の人だって、いたようなBI品でゴールするんだから。■がひどくこいよじ

ゃない。そう思つてしまつたせいか、なに足が働かなくなつてきた。ホ′,レルと発しもう 案しいという気持ちはほくなつてないんだけど、

私 もつためなのかなあ。これつて、演れたってことなのかなあ 。しよんばけたつているとrゃぁっとぉぃ付いだ～。どうからたたな～?J

と力が。おおお!自博さん !出験に■ 1(六霞破)どつからたつたつて 一Ca切 からたつてる あ う そういうないか。「なんか、2けm

台のラインからスタートしたんですよ～Jというと「んだろの～ !あと少したがら■張ろう,Jと真やおVi8け 強けて行く。とし 顧張ろう!

しかし、付いてヽ くこといもはや不可的.ダイヤモンドヘツトのほ山tiる 人々の波にけれて見えなくなつていつた。張を■け切ると、あと

は、昨日出コしたコース。なんだけど…。下け額、キツイなお̀ 恥つて、下りせ手なのかも。ふと■れば、下りでも歩いている人もいる。私

も 歩いちやおう か、な で々も 元々歩くのも違い■は歩む出すと なだ■えてもいないゴールが3に 通くなつた気がした。これじゃだめ

た。もうみんなど―,レしたよr4あ.フrl走ツと,せ せはりこして、なを下り切ると住宅alみたいなところになつて、なんとなくゴールの匂い

がして 歩く人も少ない8じ.私も多かすにt7こう.あら'ここカピオラニ74N日かしら'ホノルルにおいた日のツアー=tの イブエングラ

ンで一特になつたおじされatしをサに言つてた「ここからat曇かつた」のはここの西だつたかしら.といに4り、おく1ヨ ールが'え る。や

つた―かとうとう来た～,ん ?なくよく,れ は私がゴールと目的していたのは「'に ,た ゴールはもうすぐ云々Jと書かれたただのを48

の中●f中であけ FINiSHのゲートは■に■.,そ―ん。なんだかいつもこの′くターン。この申けな垣ほが骨神的にキツイ.ようやくゴー

ル !イエイ1を手を上tr、カメラロ'で ゴールしたために、●|ltや しこれ t光 円示塩もよく,す るta一.そのまま Rな のレイを真

しHt行 く。ハンサムポーイから貴いたかつたatタ ィミング合わすBの かわいこちやんから責う。ほ―つと―忠付いてると、よほどへ0ヘ

ロだつたのか 大文夫?と声が告かる。,分 外国人スタッフだつたから、去88だつたかも知れないが '日 気でそう向かれたとゎかる。

大文六と英“でこし、シャヮーに向かう。うわ一 気持ちいい。●行くまでおJた 機、プロプロと歩く人よに合わせ、ラィニッシャーTシャ

ツを賞うべく歩き出す。at、途中 ついて行く人をmと えたらしく、■をとこに。Tシャッ、どこ?バ ルーシが上ttってぃたらしいが、気付い

ていなかつた。ウElウロしてると、食べ輸t口 つてるテントが。クッキーとリンゴを束う。政■つたなあとク″キーをポリポけ食末ながらさま

よう。みんなとやち合わせてる、ツアーのテントからはどんどん遠くなるし、どうしよう。やつと メタルと予シャツを受い、今度はツアー,ン

トを目的す.倍卑を4り出してあると思し台H8衆頓があつて、一い足を上める。みんなめ死になつて名前を取しているみたいだ。なも…

いやいや、ただできえ妥いんだから、もしかしてみんな●口してるかも如れない。とりあえす岳こう。何よけ そんなおかい子を■る気カ

がない。歩いて行くと 自●されが手をよつている。あつた テント。■付を,ま し おし1まり、ジュース、界的、ほ汁あとからカレーにチョ

ヨ 賞えるものは"で も■う。8を 下ろすと、ホッとする.しばらく体んだと、またみんなで、プ0ブ白とホテルヘ向かう。ああ 使わつちゃ

ったんだね 、ホンルルマラツン。■いは■の時■で 5時口3分50つ 位.スタートゲートまでの20け とゴール後押し忘れた大体「1間を

をし引いて、だ。でも 翌日見せてもらつた,向 では5中m3分 3けだつたから、そうP●のかも知れない。まお、いいや、どっちにつて。ちな

みに日位は8aSo位 。可も毎く不可韓 い8じ ,とにかく、後半はつらい“分もあったけど、とても楽しい大会でした。たけ使わつてみれ

にやしいっての1とよくあるけど、と切ぶうことまで鼻しいと8え たのは初めてのC8で す。
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